
研究成果情報 園芸 ３０ 果樹 育種

新技術・情報名 ぶどうの退化した旺珠・庇培養 分類 ③

による無核品種育成の効率化

１．成果の内容

１)技術、情報の内容及び特徴

無核品種育成を効率化するために、培地、置床時期、培養期間等を検

討し、退化した旺珠の培養法と、旺珠内で生育した庇の培養法を確立し

た。

（１）旺珠培養の培地は、ＮＮ（'69）の基本培地にＩＡＡを１０腰Ｍ添加し

た培地が適している。

（２）置床時期は、果実の成蕪の約２週間前が適し、適期以外では旺発育率

の低下が著しい。

（３）旺発育率は品種による差が大きい。

（４）旺珠培養の期間はユ００日程度が適している。

（５）発育した旺は、顕微鏡下で摘出し、１／２濃度のＭＳ基本培地にゼア

チンを５解Ｍ添加した培地で庇培養を行うと、シュートの発育率が高い。

（６）発育したシュートは、１／４譲度のＭＳ基本培地にＮＡＡを０．０１

必Ｍ添加した培地で発根が可能であり、順化を行った後、圃場に定植で

きる。

2)技術、情報の適用効果

無核品種間の交配が可能となり、交配範囲の拡大と、無核系統護得率

向上が図られる°

人為的に育成した４倍体無核品種に適用し、大粒の無核品種を効率的

に育成す~ることが可能となる。

3）適用範囲

国、県、民間等のぶどう育種場所

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

２倍体無核品種・系統の染色体倍加を積極的に行う。

無核品種間の交配の際は、庇発育率の高い品種を母本とする。
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具体的データ

表１庇発育に及ぼす置床匪珠の大きさと添加ホルモンの影響（安芸シードレス）
（昭和62年）

平成２年（春）
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注）①Ａ＝ゼアチンー１０Ｂ＝エＡＡ－１０Ｃ＝ＧＡ３－１Ｄ＝ゼアチンー10＋エＡＡ－１０
Ｅ＝ＩＡＡ-10＋ＧＡ３‐１Ｆ＝ゼアチンー10＋エAA-10＋ＧＡ３‐１
Ｇ＝ゼアチン･2＋ＩＡＡ･10十ＧＡ3-1“Ｍ）

，②匪珠の大きさⅡ＝0.7ｘ1.6ｍ＝1.0×2.2Ⅳ＝1.3×3.2Ｖ＝1.9×3.8（画）

幾２匪珠培養による個体獲得数（平成２年～３年）
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旺発育数(%）植物体護得数置床旺珠数交配組合せ
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